
 

 

 

違い（変化）を楽しんでいます。 

先週の保護者会には多くの方にご出席いただき、ありがとうございました。 

さて、今年度が始まって 2週間が経ちましたが、私が深川二中を 3年間離れている間に

色々なことが変わっていて驚いています。（深川二中に副校長として勤務していたのはコ

ロナ禍の 2年間でした）そのいくつかを紹介します。 

◎生徒の主体的な活動が多い。 

 ‥入学式で 1年生に校歌を紹介してくれた『校歌隊』。校歌もすばらしかったですが、 

態度も立派でした。さすが先輩達ですね。4月 8日に行われた新入生歓迎会。生徒会

役員の皆さんが学校紹介をしてくれましたが、そこに登場したのが『ソーラン隊』。先

輩達のソーラン節を見て自分もやってみたいと思った人達が集まり、より美しいソー

ラン節を追求しようと活動していると説明があり、そのソーラン節を披露してくれま

した。前日にも再登校をして校庭で練習をしていて、意気込みが違いますね。4月 24

日には『給食お手伝い隊』がグリンピースのさやむきのお手伝いをするとのことです。

様々な『隊』が結成され、主体

的に活動していることは、コ

ロナ禍にはなかったことで、

素晴らしいです。 

◎地域や PTAとの連携が強くなっている。 

 ‥深川二中がコミュニティースクール（CS）になっていました。CSとは学校運営協議 

会を設置している学校のことで、学校運営協議会とは「学校と地域住民や保護者等が

学校運営の基本方針や様々な課題の共有を図るととも

に、学校運営への必要な支援等についてともに考える組

織」のことです。CS の活動の一つとしてウェルビー教

室の開催があり、4月 16 日に行われていた『折り紙教

室』を見てきました。8人の生徒が、なんと折り紙でラ

ンドセルを作っていました。こういった体験ができるんですね。他

にも、PTAブログの更新がされて入学式の様子が写真とメッセージ

入りで詳しく掲載されました。さかのぼって見てみると、いろいろ

な行事のたびに更新されており、コロナ禍の頃ではできなかったこ

とが、ここ数年では行われていることに驚きを感じました。 

 ４月１４日の朝礼では教育目標の「共生」をテーマに、「ぼくときみはちがうから、みん

なを好きになるのかな」（『ぼくときみ』（NHKおかあさんといっしょ））つまり、他人との

違いを楽しもうという話をしました。私はこの 2 週間、深川二中の変化を楽しんでいま

す。これからも新たな発見がありそうでワクワクします。そして、これからどんな新しい

ことができるかも楽しみです。一緒に掲載した学校経営方針に基づき、深川二中をより良

い学校にしていきたいと思いますのでご協力ください。 
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